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図書館つうしん

関
村
で
私
塾
を
経
営
し
て

い
た
鈴
木
銀
四
郎
は
、
新

治
県
よ
り
井
関
村
戸
長
に
任
命
さ

れ
、
小
学
校
設
置
を
命
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
命
に
よ
り
銀
四
郎
は
近

隣
村
の
説
得
な
ど
に
奔
走
し
、
明

治
９
年
に
設
置
を
成
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、「
邑ゆ
う
に
不
学
の
戸
な

く
」
の
理
想
は
容
易
に
は
実
現
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
井
関
村
で
小

学
校
に
通
っ
た
児
童
は
３
分
の
１

程
度
。そ
の
原
因
は
授
業
料
で
す
。

裕
福
な
農
村
で
な
か
っ
た
た
め
教

育
に
投
資
で
き
る
家
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
こ
の
状
況
に
鈴
木
銀
四
郎
が
出

し
た
対
応
策
が
、
学
習
用
具
を
貸

し
出
し
無
償
授
業
を
行
う
「
米
学

校
」
で
す
。
教
員
１
名
を
置
き
、

椅
子
や
机
な
ど
の
用
具
を
そ
ろ
え

教
科
書
や
地
球
儀
な
ど
の
教
材
を

用
意
し
、
文
部
省
の
教
則
に
な

ら
っ
た
授
業
を
無
償
で
実
施
す
る

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
米
学
校
は
70
名
以
上
の
入
学
希

望
者
が
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
校
舎
の
新
築
な

ど
の
困
難
か
ら
実
現
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

金
銭
的
余
裕
の
な
い
家
に
も
教
育

を
開
く
と
い
う
理
想
は
、
水
西
学

舎
に
引
き
継
が
れ
実
現
し
ま
す
。

長
峰
塾
―
教
育
で
作
る
新
時
代
―

期
間
／
８
月
４
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

時の記憶
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▼
「
元
号
っ
て
何
だ
？
」
を
テ
ー

　
マ
に
ラ
ジ
オ
「
オ
ー
ド
リ
ー
の

　
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
の

　
放
送
作
家
、
藤
井
青
銅
氏
を
迎

　
え
て
行
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
21
日
日
午
後
２
時
～

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室

定
員
／
１
０
０
人

申
込
開
始
日
／
７
月
２
日
火

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
参
加
者
募
集

▼
オ
モ
シ
ロ
イ
と
思
う
本
を
紹
介

　
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
で
参

　
加
者
が
一
番
読
ん
で
み
た
い
と

　
思
う
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を
投
票

　
で
決
め
ま
す
。見
学
の
み
も
可
。

日
時
／
７
月
14
日
日
午
後
２
時
～

場
所
／
中
央
図
書
館 

会
議
室 

申
込
方
法
／
図
書
館
窓
口
に
直
接

　
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

夏
休
み
の
宿
題
応
援
！

感
想
文
の
本
を
貸
出
し
ま
す

貸
出
開
始
／
７
月
２
日
火
か
ら

貸
出
期
間
／
１
週
間

貸
出
冊
数
／
１
冊
（
冊
数
に
は
限

　
り
が
あ
る
た
め
、
貸
出
期
間
の

　
延
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ

　
ん
の
カ
ー
ド
で
該
当
す
る
学
年

　
の
本
を
借
り
て
く
だ
さ
い
）

第
２
回

と
し
ょ
か
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

　
　
（
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
） 

▼
中
央
図
書
館
内
や
中
庭
で
ク
イ

　
ズ
ラ
リ
ー
。
達
成
者
に
は
素
敵

　
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

期
間
／
８
月
１
日
木
～
11
日
日

対
象
／
小
学
生
・
中
学
生

申
込
窓
口
／
こ
ど
も
図
書
館 

お
は
な
し
会

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

（
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
か
ら
）

お
は
な
し
玉
手
箱　
７
月
６
日
土

お
は
な
し
会　
　
　
７
月
20
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い

　
７
月
11
日
木

------------------------------

中
央
公
民
館

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

７
月
13
日
土 

午
後
２
時
30
分
～

公立学校二校ヲ設置スル主意 
明治 15 年

新元号「令和」で迎える
図書館創立 130 周年

　現在の石岡市立中央図書館の
前身である「石岡書籍館」が、
明治 22 年に誕生してから今年
で創立 130 周年を迎えます。 
　明治・大正・昭和・平成の時
代から令和へと、受け継がれて
きた誇りを感じられるイベント
を開催予定です。
　イベントの詳細は、広報紙や
ホームページで、随時お知らせ
します。

▲石岡市立中央図書館の前身となっ
た「石岡書籍館」が入っていた石岡
小学校の旧校舎
出典；教育百年の歩み　石岡小学校
創立百周年記念誌
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文芸いしおか

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会東石

岡　
惣
野
代　
英
子

散
歩
さ
わ
や
か　
靴
音
軽
く

　
母
と
笑
顔
の　
菜
花
道

若　
松　
川
崎　
洋
子

咲
い
た
桜
は　
曇
り
の
空
も

　
晴
れ
て
明
る
く　
和
ま
せ
る

南　
台　
　
香
倶
耶
姫

田
植
え
前
夜
の　
真
広
い
田
ん
ぼ

　
月
は
ス
テ
ー
ジ　
一
人
占
め

国　
府　
坂
下　
蜻
蛉

風
も
光
も　
や
さ
し
く
緩
み

　
届
く
香
り
の　
花
便
り

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

色
も
形
も　
同お

ん
なじ
な
ん
て

職
場
ス
ー
ツ
じ
ゃ　
見
栄
き
れ
ず

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
総　
社　
　
一
色
し
の
ぶ

初
蝶
や
魔
法
を
解
い
て
飛
び
立
ち
ぬ

若　
宮　
　
今
川　
武
男

五
月
晴
令
和
の
一
歩
踏
み
締
め
る

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫

凡
作
も
光
る
箇
所
あ
り
花
水
木

総　
社　
　
山
口
美
津
子

平
成
に
忘
れ
も
の
あ
り
麦
の
秋

旭　
台　
四
日
市
ゆ
み
子

母
の
日
や
窓
ふ
き
道
具
持
参
し
子

や
さ
と
俳
句
会

下　
林　
　
鈴
木　
邦
翠

山
鳩
の
く
ぐ
も
り
を
聞
く
夏
の
霧

山　
崎　
　
荒
井　
栗
山

去
年
の
服
や
や
大
き
く
て
更
衣

　
宇
治
会　
　
　
萩
原　
清

畑
仕
事
季
節
外
れ
の
暑
さ
か
な

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

東
光
台　
内
田
千
代
子

万
葉
の
世
に
梅
花
咲
き
令
和
な
り

い
わ
れ
の
宴
思
い
梅
食
む

南　
台　
海
老
澤
明
子

満
開
の
桜
を
抱
き
春
光
に
い
よ
よ

明
る
し
愛
宕
の
山
は

井　
関　
木
間
塚
具
子

山
百
合
の
香
に
満
さ
ん
と
屋
敷
林

足
繁
く
入
れ
ば
小
道
の
出
来
る

八
郷
短
歌
会

山　
崎　
鈴
木　
菫

記
念
樹
の
ア
カ
シ
ア
今
年
も
咲
き

ほ
こ
り
八
十
八
夜
の
過
ぎ
て
ゆ
き

た
り

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

山
法
師
・
泰
山
木
に
夏
つ
ば
き
い

づ
れ
も
白
し
水
無
月
の
花

川　
又　
前
島　
節
子  

五
月
新
た
に　
令
和
が
開
く

　
晴
れ
て
希
望
の　
若
葉
風

総　
社　
　
暁　
夢
華

八
重
に
枝
垂
れ
に　
風
土
記
の
桜

　
花
と
都
々
逸　
歌
碑
も
あ
る

細　
谷　
高
橋　
真
希

田
ん
ぼ
水
張
り　
景
色
を
写
す

　
気
持
ち
う
る
お
う　
月
夜
道

石　
岡　
関
口　
貞
夫

期
待
し
て
待
つ　
東
京
五
輪

　
夏
は
ス
ポ
ー
ツ　
真
っ
盛
り

い
し
お
か
川
柳
会

東
石
岡　
安
部　
正
一

文
章
は
す
べ
て
手
書
き
で
書
い
て

ま
す

石　
岡　
石
塚　
芳
華

言
い
訳
が
丁
寧
す
ぎ
て
増
す
疑
問

国　
府　
小
松
﨑
一
枝

偽
り
の
涙
の
中
で
目
が
泳
ぐ

石　
岡　
三
浦
や
す
子

馴
染
み
あ
る
家
に
人
影
見
え
ず
し

て
タ
ン
ポ
ポ
明
る
き
散
歩
道
な
り

文化協会だより
　歌は子どもから高齢者まで楽しんでもら
えるものと信じ、加盟団体はそれぞれに趣
向を凝らし、文化協会主催の合唱祭に向
け練習に励んでいます。 現在 10 団体、約
200 名の会員で活動していますが、施設訪
問、定期コンサート、地域のイベント、公
民館まつりなどで活動しています。
　石岡合唱連盟が、合唱祭に参加して今年
で 50 回になります。合唱祭には、毎年市
内小・中学生が出演し、好評をいただいて
おります。見に来てくださる方も増え、子
どもの力に驚いています。 

　今年度は 11 月に合唱祭を予定していま
す。ぜひ会場に来ていただき、私たちの歌
を聴き、興味のある方はお声がけください。 

加盟団体：石岡混声合唱団・すみれコーラス・
　にじの会・コーラスはぁもにいの会・
　コールひまわり・わらべの会・合唱団つ
　くばおろし・コール有明・善隣幼稚園・
　府中コーラス 
会費：5000 円（各団体）
問石岡合唱連盟（小松崎 千恵子）
　℡ 23-1955 

第 11 回
石岡合唱連盟 

短
歌

俚
謡

川
柳

投
稿
作
品
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